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「
み
ど
り
の
式
典
」
は
、「
み
ど
り

の
日
」
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
と
理

解
を
一
層
促
進
し
、「
み
ど
り
」に
つ

い
て
国
民
の
造
詣
を
深
め
る
「
み
ど

り
の
月
間
」 （
４
月
15
日
か
ら
５
月

14
日
）
の
中
心
的
な
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
４
月
25
日（
金
）に
第
19

回「
み
ど
り
の
式
典
」が
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
令
和
７
年
み
ど
り
の
学
術
賞
及

び
令
和
７
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に

は
、
両
陛
下
と
受
賞
者
と
の
御
懇
談

が
行
わ
れ
、
み
ど
り
に
関
す
る
研
究

や
緑
化
活
動
に
励
ん
で
き
た
受
賞
者

が
、
両
陛
下
か
ら
労
い
の
お
言
葉
を

賜
り
、
今
後
に
向
け
て
意
欲
を
新
た

に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 天

皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、

第
19
回「
み
ど
り
の
式
典
」が
開
催

「みどりの日」（５月４日）について国民の関心と理解を一層促進し、「みどり」につ
いて国民の造詣を深めるため、平成18年に創設され、国内において植物、森林、
緑地、造園、自然保護等に係る研究、技術の開発その他「みどり」に関する学術上
の顕著な功績のあった個人に授与されています。
https://www.cao.go.jp/midorisho/index.html

◆ みどりの学術賞とは

　緑化運動の推進に資するため、昭和59年から毎年、緑化活動の推進や、緑化思
想の普及啓発について顕著な功績のあった個人又は団体に対し、緑化推進運動功
労者内閣総理大臣表彰が実施されています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

◆ 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは

石破内閣総理大臣から表彰される上乘秀雄氏　提供：内閣府 両陛下と受賞者との御懇談　提供：内閣府

令和７年第19回みどりの式典受賞者記念写真（受賞者と関係閣僚）　提供：内閣府

み
ど
り
の
式
典
が

開
催
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令和７年みどりの学術賞の受賞者

森本 幸裕 博士

経塚 淳子 博士

　公益財団法人京都市都市緑化協会理事長、京都大学名誉教授
　受賞功績：「景観生態学的研究を基盤とした都市における自然再生」に関する功績

　都市の自然を再生し、人と生物に快適な環境を形成する観点から、景観構造が生物種に与え
る影響を明らかにするとともに、都市型洪水の緩和と生物の生息環境の改善のため、降雨を地
中に浸透させる「雨

あめ
庭
にわ

」の実現に尽力されました。さらに、造園技術の社会実装と都市における
景観生態学の発展に大きく貢献されました。

●森
もり

本
もと

 幸
ゆき

裕
ひろ

 博士（景観生態学、環境デザイン学）

　東北大学大学院生命科学研究科特任教授（研究）
　受賞功績：「植物の分枝制御機構とその進化的成立過程の解明」に関する功績

●経
きょう

塚
づか

 淳
じゅん

子
こ

 博士（植物分子遺伝学）

イネを用いて植物ホルモンのストリゴラクトンと、これに関わる遺伝子が植物の成長力と生産
力を支える特性の一つである「分

ぶん
枝
し

」に関わることを発見するとともに、根圏シグナル物質とし
ての側面を持つことも明らかにし、植物の基本法則の解明につながる成果を上げられました。
また、学会長として関係学会を先導するなど、植物科学の発展に大きく貢献されました。

令和７年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰の受賞者

○上
じょう

乘
のり

 秀
ひで

雄
お

 氏 （石川県能登町）
○日

ひ
置
おき

 佳
よし

之
ゆき

 氏 （鳥取県鳥取市）
○喜多方市立上

かみ
三
さん

宮
みや

小学校 （福島県喜多方市）
○株式会社チノー藤

ふじ
岡
おか

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

（群馬県藤岡市）
○特定非営利活動法人　和

わ
光
こう

・緑
みどり

と湧
わ

き水
みず

の会
かい

（埼玉県和光市）
○横

よこ
川
かわ

山
ざん

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

会
かい

（長野県岡谷市）
○特定非営利活動法人　森

もり
のプラットフォーム高

たか
槻
つき
（大阪府高槻市）

○飛
あす

鳥
か

里
さと

山
やま

クラブ（奈良県明日香村）
○東広島市立高

たか
美
み

が丘
おか

中学校 （広島県東広島市）
○愛媛県立上

かみ
浮
う

穴
けな

高等学校（愛媛県久万高原町）
○山

やま
寺
でら

川
がわ

をきれいにする会
かい

（福岡県北九州市）
○けやき通

どお
り発

はっ
展
てん

期
き

成
せい

会
かい

（福岡県福岡市）
○水

すい
源
げん

の森
もり

づくりをすすめる市
し

民
みん

の会
かい

 （宮崎県宮崎市）
※各受賞者の詳しい功績・活動の様子については、毎月、本誌にてご紹介します。

　長年にわたり、森林の整備や里山の保全、花や緑地を活かしたまちづくり、学校や工場の緑化等を推進してきた
2個人・11団体が選ばれました。

～ご案内～　
８月２日（土）に、日本科学未来館（東京都江東区）においてみどりの学術賞受賞記念トークイベントが開催されま
す。受賞者の研究内容をわかりやすく解説する「みどりの科学コミュニケーター」が、受賞者とともに、研究の魅
力をひも解きます。
※イベント詳細は、日本科学未来館ホームページ（https://www.miraikan.jst.go.jp/）にて後日公表予定です。
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